
第13回防衛問題セミナー報告
～知と感性のコラボレーション～

近畿中部防衛局では、平成２２年６月１２日（土）、福井県若狭町にあるパレア若狭で、第１３
回防衛問題セミナーを開催しました。

知の部では、まず近畿中部防衛局武藤局長が、「潜水艦からみた安全保障」と題して、福井県嶺
南地区出身の佐久間艇長が、海外の海軍や潜水艦の発展に与えた影響の他、潜水艦の構造・性
能、潜水艦とP－C３哨戒機の関係、潜水艦を取り巻く日本周辺の安全保障につき講演しました。

次に同志社大学村田晃嗣教授が、「東アジアと日米関係」と題して、沖縄の在日米軍基地は東ア
ジア全体の安全保障にとって重要であることや、まもなく経済大国第２位の地位を失う日本は、今後
人材育成に力を注ぐべきであるといった提案がなされました。

感性の部では、福井県立美方高等学校と海上自衛隊舞鶴音楽隊の合同コンサートを開催

し、来場された方から、元気と感動をもらったとの声が多数寄せられました。



○新聞やTVではなく、直接目の前で講演を聴くと、大変親近感を感じた。

○世界一番でなくてもいいので、オンリーワンの国として尊敬される国づくりを目指す
べき。

○地域との連携を意識し、大切にしようとする防衛省の姿勢が伝わってきた。

○セミナーを継続的に開催してほしい、それが国民の関心や理解に繋がる。

○健康が日々の管理の上で維持されているように、平和も普段の地道な監視・交渉
活動の上で維持されていることを感じた。

また参加してくださった方々からのアンケートより、以下の感想が寄せられました。

お忙しい中、参加してくださった皆様、どうもありがとうございました。皆様からいただ
いた声をもとに、皆様のご理解に資することができるよう今後も防衛問題セミナーを開
催していきます。（近畿中部防衛局一同）
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